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民事再生手続下にあるリーマン株式会社との営業譲渡契約書締結 

および新会社の事業戦略に関するお知らせ 

 

 ソフトバンク・インベストメント株式会社の子会社であるエスビーアイ・キャピタル株式会社（以下

「SBI キャピタル」という）が運用するファンドが全額出資するリーマン株式会社（本社：東京都港区、

以下「新リーマン社」という）は本年 8 月 18 日に民事再生手続の申立を行ったリーマン株式会社（本

社：愛知県名古屋市、チャイルドシート製造大手、以下「旧リーマン社」という）との間で本日、営業

譲渡契約を締結致しました。 

 

1. 営業譲渡契約締結までの経緯 

旧リーマン社は昭和 52 年に設立されたチャイルドシートとその他自動車関連用品・部品を製造

する会社で、チャイルドシートでは国内における年間販売台数シェアの 20％強を占めるトップクラ

スの会社であります。 

しかし、部品部門での赤字受注、また平成 12 年 4 月から実施されたチャイルドシートの装着義

務化による大量受注を見込んだ新工場の建設に伴う過大な借入金負担があり、加えて今年にな

ってから推進したチャイルドシートの低価格販売政策により利益が圧迫されたため、資金繰りに行

き詰まり、本年 8 月 18 日に名古屋地方裁判所に民事再生手続を申し立てました。 

SBI キャピタルはチャイルドシート市場の安定性、社会的にも有用なその事業性に着目し、民事

再生手続申立前からストラクチャー及びそのプランについて名古屋地裁、監督委員、申立代理

人と事前に方向性をまとめあげた上で、民事再生手続申立日と同日に旧リーマン社とスポンサー

契約を締結しました。その後、名古屋地裁、監督委員及び債権者と細部を詰めながら旧リーマン

社への支援内容を協議してきた結果、11 月 27 日に名古屋地方裁判所による営業譲渡許可決定

を受け、本日営業譲渡契約を締結致しました。 

また、新リーマン社はSBIキャピタルのアレンジにより東京スター銀行と総額10億円の融資契約

を締結しております。 



2. 新会社の事業戦略 

新リーマン社は旧リーマン社より優良事業部門を引き継ぎ、チャイルドシート製造を中心にした市

販部門、自動車メーカーの純正部品製造を中心にした受注品本部の二部門体制で発足致しま

す。 

市販部門が行うチャイルドシートの製造では、旧リーマン社が有していた非常に高い技術力（平

成 13 年度に国土交通省による安全性能に関する格付けで優評価 5 製品のうち 3 製品を旧リーマ

ン社製品で占めた）と、安価な製品を提供できる製造体制（原材料から完成品までを一貫製造でき

る自社工場設備を保有）を生かし、旧リーマン社製品の特色である「安全・軽量・低価格」が三拍子

揃った新商品の開発に積極的に取り組んでいきたいと考えております。また同時にマーケティング

体制を強化し顧客ニーズを商品開発に素早く反映できる体制の構築に努力致します。 

受注品本部では大手自動車メーカーに純正部品の納入を行うことで培った品質管理力、技術力

を更に高め、新規顧客の開拓に注力していきたいと考えております。 

また、同時に新リーマン社はＳＢＩキャピタルの協力の下、外部のコンサルティング会社を活用し、

部門別業績管理、原価管理体制、資産管理体制の整備を行い、正確な情報による迅速な経営意

思決定を行い得る体制を確立するとともに、内部統制、内部監査の実施などによる管理体制の強

化を図り、企業価値の向上を目指す所存です。 

 

3. スポンサーとしての取り組み 

本件は SBI キャピタルが運用するファンドからの民事再生手続下にある企業への投資としては、

川﨑電気（元東証 2 部上場企業の配電盤トップ企業）、SBI ホームプランナー（元店頭上場のサワ

コー・コーポレーションから営業譲渡）に続いて 3 社目となります。SBI キャピタルは財務コンサル

ティングや役員の派遣による管理体制の強化に加え、ソフトバンクグループの広範なネットワーク

を生かしたアライアンスの推進、インターネット技術支援による営業体制強化の支援を積極的に

行い、各企業の再建を目指してまいりました。 

既に投資先の 1 社である川﨑電気はわずか 1 年で再生債務を完済し、民事再生手続を終結し

た実績を持っています。 

SBI キャピタルはこれらの案件を通して得た実践に即したターンアラウンド・ノウハウをもって、新

リーマン社の収益力、コスト競争力の強化に取り組み、新リーマン社の再生に全力を尽くして参る

所存です。 

以上 

※ご参考 

（各社の概要） 

リーマン株式会社（新リーマン社） 

所在地：東京都港区西新橋一丁目 10 番 2 号 住友生命西新橋ビル 7 階 

代表者：北尾 吉孝 

設立年月日：平成 13 年 5 月 24 日 

資本金：１億円 



エスビーアイ・キャピタル株式会社 

所在地：東京都港区西新橋一丁目 10 番 2 号 住友生命西新橋ビル 7 階 

代表者：北尾 吉孝 

設立年月日：平成 13 年 4 月 13 日 

資本金：3,000 万円 

 

リーマン株式会社（旧リーマン社） 

所在地：名古屋市南区寺部通四丁目 20 番 1 号 

代表者：高橋 俊明 

設立年月日：昭和 52 年 9 月 12 日 

資本金：１億 1,100 万円 
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本プレスリリースに関するお問い合わせ先 

エスビーアイ・キャピタル株式会社 トランザクション・マネジャー 岩本 和広 03-5501-2734 

 


